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新学習指導要領では、科目構成が再編され、現行
の「英語Ⅰ,Ⅱ」と「リーディング」は、「コミュニケー
ション英語Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ」が引き継ぎ、4技能の総合的・
統合的育成を図る。さらに「コミュニケーション英
語基礎」が中学校の学習の定着を図る目的で新設さ
れた。また、現行では「オーラル・コミュニケーショ
ンⅠ」（2単位）か「英語Ⅰ」（3単位）のどちらかの選
択必修であるが、新学習指導要領では「コミュニケー
ション英語Ⅰ」（3単位）1科目のみの必修となった。

VISTA English CommunicationⅠは、以上のよう
な改訂を受けて、必修の「コミュニケーション英語
Ⅰ」の教科書として編集したものである。ここでは、
新「VISTAⅠ」の編集の基本方針と内容の特徴など
について述べたい。

（1）編集の基本方針
新「VISTAⅠ」は、VISTA創設以来の「英語の学

習を通して、ことばと人間や社会との関係など、広
くことばへの関心を高め、ことば・文化・民族の多
様性とその共存、自然と人間の共生の大切さを学ぶ」
教科書作りを、その基本方針としている。加えて、
新学習指導要領では、中学校の学習の定着を図るた
めに「コミュニケーション英語基礎」が新設される
ことを配慮して、その内容もカバーできるものとな
るように留意した。

（2）VISTAⅠの特徴
①グローカルな視点
グローバルに世界の様々な文化を学ぶとともに、
ローカルに自国や地域の文化を再発見して、地球と
そこに住むものとの共存、共生を考える視点を大切
にしている。新学習指導要領にもあるように、外国
語のしくみやその言語の背景にある文化に対する理
解を深めることは、日本語や日本の文化に対する理

解を深め、広い視野や国際感覚、国際協調の精神を
備えた人材の育成にもつながるものである。
グローカルな視点を取り入れるために、題材の選
択は最も重要である。VISTAⅠの12レッスンの題材
は、自然環境保護、（海外での）日本文化、（英語圏
以外も含めた）世界の国々、社会貢献、夢の実現、
自然界から学ぶ科学、ことばの力、などバラエティー
に富み、しかも、生徒の興味、関心を呼ぶものを揃
えている。
②興味、関心を呼ぶ内容を「わかる」英語で
たとえ、英語に対して苦手意識があり興味が薄い
生徒でも、教科書を「開いてみよう」と思い、読ん
でみたら「わかる」と思ってもらえる教科書、つま
り、英語学習への動機付けを高める教科書作りを目
指した。
そのポイントは、生徒に関心を持ってもらえる題
材や話題性のあるテーマと、教科書の構成の工夫で
ある。関心を呼びそうな情報をできるだけ簡単な英
語で書き下ろした。どんなにすばらしい内容の教科
書でも、どんなに上手に教える教師がいても、まず、
生徒が開いてくれる教科書が必要である。「開く→
見る→英語を読んでみる→わかる」の連鎖が起こる
ような教科書となっていることを期待している。
例えば、Lesson 4からの各レッスンの初めのペー

ジは、日本語での導入（英語版は指導書にサンプル
がある）と、そのレッスンの内容を想像しやすいよ
うに大きな写真を載せたWARM UP!となってい
る。日本語でいくつか質問があり、写真にまつわる
やさしい英語を聞いて解答する。各レッスンは3セ
クションに分かれ、セクションごとに reading point

が提示されている。また、1レッスンで扱う文法は1

項目だけに絞ってある。本文中の新出文法にはマー
クを付け、本文の後の文法解説（STUDY IT!）が参
照できる。さらに、各セクションには内容に関する
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英語のQ&Aがそれぞれのページにあり、内容理解
の手助けとなる。また、発音は今回から発音記号と
カナ発音を併記することとした。一般の中学用の辞
書では既にカナ発音は用いており、発音記号に馴染
みのない生徒への配慮からである。
③基礎・基本の定着
中学校での指導内容との円滑な接続を希望する現
場からの声は大きい。VISTAⅠは、生徒の実態に応
じ、「コミュニケーション英語基礎」もカバーでき
るように、特に文構造や文法事項について中学校の
指導内容を再整理すること、また、高校からの新し
い学習事項は繰り返しその要点を学習することがで
きる構成とした。
中学校の基礎復習は、Part 1（Lesson 1～3）で

行う。Be動詞と一般動詞の現在形、及び、その否定、
疑問文と、現在進行形、助動詞can, will、過去形を、
本文との見開きで学ぶことができる。すべての基礎
となるこれらの事項を、ここでしっかり押さえても
らう。

Lesson 4以降では、前のレッスンの新出文法は次
のレッスンで必ず繰り返すように配慮してある。こ
れまでの教科書は、ある文法事項を一度学ぶと、そ
の後全く使われなかったり、忘れた頃に出てきたり
することが多かった。VISTAⅠでは、同じ文法事項
を次のレッスンの違うコンテクストの中で繰り返し
用いることで、生徒から「前のレッスンで勉強した
な」という気づきを促したいと考えている。
④コミュニケーション能力の育成
新学習指導要領の改善事項の一つは、生徒が英語
に触れる機会を充実する方針にある。多様な場面に
おける言語活動を経験させながら、「聞く」「話す」「読
む」「書く」の4技能を有機的に関連付け、総合的に
コミュニケーション能力を育成することが唱えられ
ている。

VISTAⅠでは、より豊富な英語のインプット、イ
ンタラクション、アウトプットの機会を作るように
配慮した。インプットとして「聞く」機会を豊富に
するために、各レッスンの導入のWARM UP!では
やさしい英語のイントロがあり、本文の後の
PRACTICE!でも必ず新出の文法事項をターゲットと
したリスニング問題を配置した。また、「読む」イ
ンプットとして、Reading Skillのコーナーを置き、
英文を正確に読むコツを学ぶ。インタラクションの

機会としては、本文の各セクションにあるQ&Aを
使って、教師と生徒間や生徒同士で、英語でのコミュ
ニケーションが可能である。PRACTICE! には、必ず
英語で情報交換を行う練習がある。さらに、ENJOY 

COMMUNICATION!のコーナーでは、英語を使用す
る場面を想定して、その場面でよく用いられる表現
を中心に会話をする。生徒の実態に応じて、4技能
を組み合わせて活用して欲しい。アウトプットの機
会としては、「話す」ことは、インタラクションで
補うことができるので、特にやさしい英語で「書く」
機会を増やした。まず、各レッスンの後にTHINK!

のセクションを置いた。ここでは、本文の内容を統
合的に考えてもらうPISA型の問題に答え、それに基
づいて、本文の内容を英語でまとめる穴埋めを行
う。英語でアウトプットを行うためには、話したり、
書いたりするためのアイディアが必要である。単に
本文の一部をコピーして穴埋めをするのではなく、
本文全体で一体何を言いたいのかを掴んでから、英
語でまとめを行うという趣旨である。また、USE 

ENGLISH!のセクションをレッスンごとに置き、説
明する時の表現、褒める場合の表現など、言語の機
能に配慮しながら、それぞれのレッスンの内容に関
連した事柄について、英語で話したり、書いたりす
る機会としている。

（3）文法の扱い
前項（2）③の「基礎・基本の定着」で述べた通り、

VISTAⅠでは、中学校で学習した文法事項の基礎復
習・確認のためにLesson 1～3を準備しているが、
これに加えて、本文に入る前に「ののちゃんの英文
法―基礎を学習しよう―」を掲載した。ここでは、
主語、be動詞、一般動詞、目的語、形容詞、副詞、
前置詞、冠詞を取り上げ、文法の基礎の基礎を復習
する。高校では、中学で学んだ5つの文の構造をさ
らに展開して、より複雑な文構造を学ぶことになる
が、「ののちゃんの英文法」のねらいは、文を構成
する1つ1つの要素についてもう一度確認すること
にある。生徒の理解の程度に合わせて活用してもら
いたい。

Lesson 1～ 3は、中学の文法の復習が大きな目的
である。さて、今回の改定では「コミュニケーショ
ン英語Ⅰ」がすべての生徒の必修となり、学習指導
要領にある8項目の「文法事項」のすべてを「コミュ
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ニケーション英語Ⅰ」で取り扱うことになってい
る。つまりVISTAⅠでは、Lesson 4～12で不定詞
の用法、関係代名詞の用法、助動詞の用法、代名詞
のうち itが名詞用法の句および節を指すもの、動詞
の時制などについて、中学校で学習した基礎に加え
てより幅広く学び、さらに、高校で初出の関係副詞
の用法、仮定法、分詞構文も学ぶことになる。

VISTAⅠでは、できるだけ運用度が高い文構造や
文法事項をまずSTUDY IT!で確認したあと、
PRACTICE!で言語活動を行いながら学べるように工
夫した。高等学校で初めて出合う文法事項について
は、使用が典型的である例にのみ焦点を絞って指導
することとしている。

（4）語彙の増加
VISTA は、生徒にわかりやすい英語を目指すた

め、これまでは語彙数もある程度制限した編集とし
ていた。しかし、今回の学習指導要領の改訂で、中
学で学ぶ語彙が300語も増えた影響は大きい。「コ
ミュニケーション英語Ⅰ」では400語、Ⅱ,Ⅲでは
各700語が新出となり、中学と高校を合わせて、こ
れまでの2,200語から一気に3,000語を学ばなけれ
ばならない。中学に上乗せする語彙数は400語で現
行と変わらないが、実は中学での履修語彙がすでに
300語増えているので、「コミュニケーション英語
Ⅰ」で用いる語彙レベルはどうしても高くなる。
新VISTAⅠでは、本文の各ページの新出語彙数は、
人の短期記憶が7±2であることを考慮して、多く
ても9語までに抑えた。そのために400語の上乗せ
をこなすのはかなり難しい。速読用の読み物として
The Little Princeをやさしく書き直したENJOY 

READING!や、楽しんで英語に触れてもらうための
Take a Break!、巻末のUSE ENGLISH!表現集にも新
語が加えられている。
巻末の「WORD LIST」には語彙学習のための工夫
がある。辞書を教室に持参しない生徒が多くなり、
現場からの強い要望を受けて、簡単な辞書の機能も
持たせた。生徒が学んだ語彙をチェックするのに便
利なように、四角い枠のマークも付した。語彙リス
トも活用して、新しい語彙を積極的に言語活動に
使って欲しいと考えている。

（5）英語で授業
「英語で授業を行うことを基本とする」とは、教
師が英語で授業を行うとともに、生徒も授業の中で
できるだけ英語を使用することによって、英語によ
る言語活動を授業の中心とすることを意味してい
る。しかし、生徒の理解の程度に応じた英語で授業
を行う配慮は重要である。生徒の理解度を把握し
て、簡単な英語を用いたり、ゆっくりと話したり、
繰り返したりして、生徒が英語の使用に慣れるよう
に指導をしていきたい。また、この規定は、英語で
授業を行うことの重要性を強調するもので、授業の
すべてを必ず英語で行わなければならない、という
ことではないことも確認しておきたい。
小学校5年生から「英語活動」を通して英語に慣

れ親しみ、中学での言語活動を中心とした英語の授
業を受け、高校に生徒が入学するのは、2016年の
ことになる。それまでに、生徒のレベルに応じて、
少しずつ英語での指導の割合を増やしていくように
したい。
授業中の教師の発話は大きく分けると、社会的目
的で使うもの、授業運営の目的で使うもの、授業の
内容に係わる中心的な目的で使うものに分類され
る。ひとつの提案としてまずは、社会的目的を持つ、
授業の始めと終わりの挨拶や生徒との個人的な話の
やり取り、そして、授業運営の目的で使う “Please 

open to page 10.” などのやり取りから英語を使う
機会を増やしてはどうだろうか。新VISTAⅠでは、
Get Ready!と題した教科書の本文に入る前のPre-

Taskの1つとして、教師や生徒が授業で使う英語の
表現集を掲載している。手始めに、ぜひここを活用
して欲しい。

このように新VISTAⅠは、生徒が英語の基礎・基
本を確実に身に付け、それらを活用しながら学習を
進められるように、また、生徒の理解の程度に応じ
て、補充的な学習や、発展的な学習もできるように
配慮して編集した。ぜひ、多くの先生方や生徒たち
に活用していただけることを祈ってやまない。

はじめに

『クラウン英語表現Ⅰ』（Crown English Expression I）
の編集作業が終盤にさしかかったころ、3・11の大
震災が日本を襲いました。その直後から様々な職業
の人々が被災地に足を運び、救援にあたりました。
その報道に接するたび、「英語の教員として一体、
何ができるのだろうか」と悶々としていました。そ
のようなとき、たまたまツイッター上で朝鮮人・中
国人に対するデマを目にしたのです。「ドロボー、
放火、性犯罪に注意せよ」というものでした。私は
考え込んでしまいました。“これでは関東大震災直後
に広まった流言飛語と同じではないか。15円50銭
の発音を強いられ語頭の濁音がうまく出せなかった
ため、朝鮮人をはじめとした言語的・文化的マイノ
リティが暴力の対象になった100年前と変わりがな
いではないか…”
一方、阪神・淡路大震災や新潟中越沖地震をきっ
かけに、災害弱者に対するスムーズな情報提供を心
がけてきた自治体やNGOが、今回の震災発生時、
すみやかな対応をしました。大震災から3か月ほど
経過後、私のなかで一つの考えが固まってきまし
た。「異言語・異文化に対して開かれた心を学習者
が持てるよう、平時において地道に、しかも明示的
に指導していくことが私たち外国語教育に携わる者
の務めだ」という考えです。この考えが編集作業の
後半段階で、私の頭のなかを駆けめぐっていました。

編集の基本方針

新学習指導要領・英語表現Ⅰの目標に即して以下
の2点を編集の基本方針としました。

（1） 生徒たちの“内向き志向”を切り崩すため、
世界各地に住む人々の生活や文化を可能な
限り紹介する。

冒頭で述べたとおり、学習者が極限状況で異言語
や異文化に対する拒絶反応を示すことがないよう、
平時において、他の国・地域に暮らす人々に関心を
抱き、異質な事物を正しく理解できるよう導くこと
が大切だと考えます。そのためにも、自国の事物を
正確に理解できるよう導く必要があります。日本の
地理・歴史、文化、産業・技術を本課のタイトルと
したゆえんです。さらに、最初のレッスンを「世界
にはばたく日本人」と題したのは、生徒たちが身近
なことから出発して外の世界に目を向けるようにな
ることを願っているからです。グローバル化した世
界のなかで、自他の文化を双方向的に理解しようと
して初めて、「積極的にコミュニケーションを図ろ
うとする」意欲が湧き出てくるものと考えます。英
語教育の目標を「グローバル・シティズンシップの
養成」に置く考えがありますが、『クラウン英語表
現Ⅰ』編集の基本方針もそこにあると言えます。

（2） “背骨の通った英語”を身につけさせるため、
文法を真正面から取りあげる。

本課レッスン1の直前に、中学校から高校への橋
渡しともいうべきG-moduleを配しました。そのね
らいは、「英語の構造を正確に把握したうえで表現
活動に移ることが大切である」という視点を明示す
るためです。母語（ENL）あるいは第二言語（ESL）
としてではなく、外国語（EFL）として英語を学ぶ
以上、言語の仕組みを意識的に把握する必要がある
からです。長い海外勤務歴をもつ私の同僚や友人
は、「外国語学習のある段階で、“きちんとした英語”
を身につけておかなくてはいけない」と声を合わせ
て言います。「事実や意見などを多様な観点から考
察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら情報
や考えを伝える」ためには、高校段階で英語の文法
を体系的に習得しておかなくてはならないというわ
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